
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２２年２月 
 

青森県外ヶ浜町 



１１１   ビビビジジジョョョンンン策策策定定定ののの目目目的的的   
本町は蟹田町、平舘村、三厩村の３町村の合併により、平成

17 年３月 28 日に外ヶ浜町として誕生しました。 

平成 19 年度に、総合的なまちづくりを進めるため「新しい

まちづくり計画」を策定し、計画に従って、現在地球環境負荷

の軽減や自然環境保全、生活環境の整備に努めながら、豊かな

地域資源と共生するまちづくりを進めているところです。 

わたしたちの日常生活は、各種のエネルギー資源の大量消費

の上に成り立っており、消費量の増大や石油への依存度の高さ、

資源の枯渇、自給率の低さといった面から、エネルギーの安定

的な確保という「エネルギー問題」を常に抱えています。 

一方では化石燃料の大量消費により排出される二酸化炭素

（CO2）が起因する地球温暖化などの「地球環境問題」も大き

な問題となっています。 

このような２つの問題を解決する手段として、「省エネルギ

ー」活動はすでに毎日の生活の中でも実践されていますが、そ

れに加えて「新エネルギー」を利用していく取り組みが必要と

なっています。 

この新エネルギービジョンは、環境にやさしい新エネルギー

の導入を積極的に進め、次の世代に豊かな環境を引き継ぎ、地

域の活性化や産業の振興、教育環境の充実に繋げるための住民・事業者・行政が一体となって進め

るべき計画をしめすものです。 

 

２２２   新新新エエエネネネルルルギギギーーーとととははは   
新エネルギーとは、自然の力を利用したり、

今まで使われずに捨てていたエネルギーを有効

に使ったりするもので、石油への代替や二酸化

炭素の排出量を減らすことができるなど、地球

環境にやさしい再生可能エネルギーで、「再生

可能エネルギーのうち、その普及のために支援

を必要とするもの」とされています。 

新エネルギーは、二酸化炭素の排出が少なく

地球環境に良い上、輸入に頼らない新たな国産

エネルギーとして期待されています。新エネル

ギーを導入する際には、地域の特性に合わせて

検討することが重要です。 

 

３３３   外外外ヶヶヶ浜浜浜町町町ににに適適適しししたたた新新新エエエネネネルルルギギギーーー   
本町の地域特性、新エネルギーの技術開発状況、新エネルギーの賦存量・利用可能量、町内で

の取り組みやすさ、町民・事業者意向を踏まえて、本町における新エネルギー導入の可能性を評

価した結果、本町では新エネルギーの導入について下記のとおり４つに分けて対応することとし

ました。 

出典：NEDO 技術開発機構 

「新エネルギーガイドブック 2008」



導入を促進するエネルギー（将来に向けて導入を促進）

重点的に導入を推進するエネルギー（外ヶ浜町に適している新エネルギー）

地熱発電 

泉源の湯温が低く発電が困難

であるが、今後の新たな泉源

の開発状況により導入を検討

現状では導入が困難であるが、今後状況の推移により導入を検討 

太陽光発電 

国からの導入時の補助金と固

定価格買い取り制度等を活用

して、重点的に導入を図る。 

風力発電 

海に面していて風が強く、風

力発電の適地となっているた

め、重点的に導入を図る。

導入費用が安価で、本町の日

射量で費用対効果が見込まれ

るため、重点的に導入を図る。

太陽熱利用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導入が望まれるエネルギー（状況を見ながら検討）

温度差熱利用 

熱源と熱利用施設との近接

性、熱供給の経済性を勘案し

て、個別に導入を検討する。

出典：ＮＥＦ 

中小規模水力発電 

本町には多くの河川があり、

利用可能落差が確保できるこ

とから、導入を促進する。 

農産物等の付加価値を高める

ため、雪を利用した冷房、冷

蔵施設の導入を促進する。

雪氷熱利用 

本町でも廃食油を回収してＢ

ＤＦを製造し、農業機械や漁

船での使用を促進する。

バイオマス燃料製造（ＢＤＦ） バイオマス熱利用 

（木質・水産） 

間伐材や建設廃材、水産廃棄

物の有効活用を図るため、熱

源として利用を促進する。

バイオマス発電（木質）

木質バイオマスの量の確保と

費用対効果を勘案の上、導入

を検討する。 

海洋エネルギー 

（波力、海流） 

実証実験等の技術的な動向を

見ながら、周囲の豊富な海洋

エネルギーの利用を検討する 

バイオマス熱利用（消化ガス、

稲わら・もみがら）

汚泥や稲わら・もみがらの量

の確保と費用対効果を勘案の

上、導入を検討する。 

バイオマス発電・熱利用 

（畜産廃棄物） 

畜産廃棄物の確保と費用対効

果で導入が困難であるが、今

後の推移により導入を検討。 



４４４   新新新エエエネネネルルルギギギーーー導導導入入入ののの基基基本本本方方方針針針   
今後、本町において新エネルギーを導入するために基本方針を設定して、重点プロジェクトを

推進することとします。 

本町の新エネルギーの導入にあたっては、「新しいまちづくり計画」の「まちづくりの基本理

念」、「まちづくりの方向性」を基に、新エネルギーの賦存量、公共施設および町民のエネルギー

使用量について評価を行い、青森県や国の施策を踏まえながら新エネルギーを導入していきます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域特性を活かした新エネルギーの導入 
本町には、豊かな自然資源を活かした、風力、太陽光、海洋、バイオマス（木質系、農業系、畜産系、水

産系）、雪氷エネルギーなど、多様なエネルギー源が存在します。 

とくに本町は、海に面しており強い風が吹いていることから、風を利用した風力発電の適地となっていま

す。 

このように恵まれた風、日射量、森林資源、水産資源など、本町の地域特性を活かした新エネルギーの導

入を促進します。 

  ２

豊かな自然環境と共存した新エネルギーの導入 
本町の豊かな自然環境を守っていくために、自然環境に極力影響を与えない新エネルギーの導入を促進し

ます。 

例えばバイオディーゼル燃料は植物が原料のため、燃料として消費しても大気に放出される二酸化炭素の

総量は変わらない環境にやさしいクリーンなエネルギーであり、今後、本町においても積極的に廃食油の回

収を行い、普及を図ります。  

  １ 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設置予想写真 

環境・新エネルギーに関する町民への普及啓発 
新エネルギーの導入にあたって、行政として環境・エネルギー等に関する情報を提供するとともに、住民

の新エネルギーについての理解が必要です。 

多くの町民が訪れる公共的な場所への風力発電、太陽光発電、ペレットストーブなどの新エネルギーを導

入、広報活動や学習会、各種イベントの開催など、 情報提供や普及啓発活動を積極的に進めます。 

  ５ 

地 域 産 業 振 興 のための新 エネルギーの活 用  
風力発電では、風車の建設により周囲の景観と合わせて観光資源としての活用が期待されます。また太陽

光発電、太陽熱利用では、地元の建築・電気業者の設置工事の受注増が期待されます。 

林業や農業から排出されるバイオマスを、エネルギー資源として使用することができれば、二酸化炭素排

出量を削減できるだけでなく、新たな産業の創出や雇用の拡大など、地域産業の活性化にもつながります。

また、雪氷熱（雪、人工凍土、アイスシェルターなど）による冷蔵は、鮮度保持、糖度増加などのメリット

があり、農畜水産物や食料品などの高品質・高付加価値化をはかることができます。 

  ４ 

町 民 、事 業 者 、行 政 が連 携 した新 エネルギー導 入 の推 進  
新エネルギーの導入にあたって、「町民」、「事業者」、「行政」で各々の役割があり、この３者の連携が円滑

に行われることによって、新エネルギーの導入が可能となります。 

町としては、この連携が円滑に推進できるように情報提供を行うとともに、「町民」、「事業者」、「行政」が

協働のもとで取り組みができるような体制づくりを行います。

  ３ 



５５５   新新新エエエネネネルルルギギギーーー導導導入入入重重重点点点プププロロロジジジェェェクククトトト   
今回実施したアンケート調査結果から、町民、事業者の方々の地球温暖化や環境保全への関心度

は高く、すでに新エネルギーや省エネルギーに積極的に取り組んでいる方や、これから取り組もう

としている方々も多くおられます。 

さらに、地球温暖化問題やエネルギー対策など、今後の環境問題やエネルギー問題の解決には、

広く町民の皆様に新エネルギーに関する認識を深めてもらうことが必要であるとともに、次代を担

う子どもたちへの新エネルギー等の教育を将来にわたり継続して行うことが重要です。 

このことから本町では、新エネルギーの導入推進のため、本町の特性を活かした【風力】、【太陽

光】、【太陽熱】、【中小水力】、【雪氷熱】、【バイオマス】、【環境・エネルギー学習（普及啓発・教育・

情報提供）】に係る新エネルギーを『重点プロジェクト』として挙げ、町民、事業者、研究機関、行

政の参加と連携のもと、重点的に推進することとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 太陽光発電システムの公共施設への導入促進 

■ 新しいまちづくり計画→太陽光発電システムの導入 

■ 町民・事業者における太陽光発電設備の導入促進 

■ ライトアッップやクリーンなイメージづくりを創出 

太太陽陽光光発発電電ププロロジジェェククトト
２ 

■ 竜飛ウィンドパーク、山崎牧野への風力発電機の導入 

■ 「風とエネルギ－」「風と自然」、「風とまちづくり」など、風を活用した「まちづくり」の推進

■ 洋上風力発電導入の検討 

■ 「竜飛ウィンドパーク展示館」などを活用した「風のがっこう」の創出と推進 

風風力力発発電電ププロロジジェェククトト  
１ 

風力発電設備の導入促進 

■ 公共施設等への太陽熱温水器の導入 

■ ソーラーシステムによるまちづくり（足湯、熱帯植物園、熱帯水族館など） 

■ 町民・事業者への太陽熱温水器やソーラーシステムの導入促進（情報の提供） 

太太陽陽熱熱利利用用ププロロジジェェククトト
３ 

太陽熱利用設備の導入促進 

太陽光発電設備の導入促進 



■ 木質バイオマス利用促進（木質ペレットの製造、燃料と

して利用） 

■ バイオディーゼル燃料（ＢＤＦ）の製造・利用促進 

■ 水産バイオマスの利用促進（ホタテのウロや網に付着し

た海藻残渣の有効利用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ババイイオオママススププロロジジェェククトト  
６ 

バイオマスの利活用の推進 

■ 河川・用水路等への中小水力発電の設置促進 

■ 中小水力発電によるまちづくり（学習の場の提供、地域振興への活用） 

■ 青函トンネルの湧水を利用した水力発電の推進 

中中小小水水力力発発電電ププロロジジェェククトト  
４ 

中小水力発電設備の導入促進 

■ 雪氷熱利用施設の導入促進（適地選定・情報の提供） 

■ 雪・雪氷熱利用によるまちづくり（学習の場の提供、「雪合戦」や「雪まつり」などのイベ

ントをとおした地域の活性化・地域振興への活用） 

■ 農畜水産物や食料品貯蔵庫への、雪氷熱の利用による高品質・高付加価値化 

雪雪氷氷熱熱利利用用ププロロジジェェククトト
５ 

雪氷熱利用設備の導入促進 

環環境境・・エエネネルルギギーー学学習習ププロロジジェェククトト（（新新エエネネルルギギーー利利用用のの普普及及啓啓発発））  
７ 

■ 町民・事業者への情報提供等による普及啓発 

広報誌、パンフレット、町のホームページでの情報提供や新エ

ネルギーの展示会や説明会の開催、講座・イベントの開催 

■ 学校などでの新エネルギーに関する学習の推進 

副読本や実験学習・環境講座の開催・学習教材としての機器等

導入・セミナー科学教室等の開催 

■ 「風のがっこう」の推進 

環境・エネルギー学習プロジェクトの中に「風のがっこう」を

創出して、環境教育などが継続的に実践され受け継がれていく

ことを期待 



新エネルギー導入の促進体制  

 

 

新エネルギービジョンの具体化にあたっては、町民・事業者・行政の各主体が、自らの果たすべ

き役割を確認して、「新しいまちづくり計画」をはじめ、国や県などの各種上位計画の動向等を見据

えながら、下記の事項を踏まえて総合的に推進していくことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外ヶ浜町地域新エネルギービジョンは、独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構の平

成２１年度の「地域新エネルギー・省エネルギービジョン策定等事業」の補助により策定しました。 

１ 外ヶ浜町の豊かな自然環境や地域特性を活用します。 

２ 町民、事業者、行政が連携して一体となって新エネルギー導入への取り組みを推進します。

３ 地域産業振興という視点で新エネルギーの活用を検討します。 

４ 蟹田地区をはじめ、平舘地区、三厩地区の各地区の特性を考慮し、その地域特性にあった

新エネルギーの導入を検討します。 

５ 採算性だけでなく、自然環境の保全や地球温暖化防止といった環境保全効果、さらには町

民や事業者への啓発効果などを総合的に勘案したうえで、新エネルギーの導入を検討しま

す。 

外ヶ浜町地域新エネルギービジョン 
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